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(図４２）「ごきげんななめのてんとうむし」 (図４４）「ごきげんななめのてんとうむし」（P7）
２つ目の特色は視覚で分かる時間の経過で
ある。ほぼ全ページにおいて、現在の時刻が文
章中に言葉で書かれてある。文章中の言葉とと
もに､ページの天の方向に時計が描かれており、
その時計の針は刻々と時を刻んでいる。そして
極め付けが太陽高度の変化である。ページの大
きさが異なる図４４では、次ページの一部（約
15cm）が見えているため、最初の喧嘩相手から
最後の喧嘩相手であるくじらまでのページの－
部を同時に見ることができる。そのためその隙
間から、黄色でコラージュされた太陽と時計が
見えるのである。時間の経過とともに、隙間か
ら見える太陽は高度だけでなく太陽の見え方も
変化している。文章や時計、太陽高度だけでな
く、背景の色の高さの変化によっても、時間や
話の経過を視覚的に分かりやすくしているので
ある。
３つ目の特色は登場人物の大きさが変化して
ことである。ページの大きさの変化に加え、登
場する昆虫や動物の現実での大きさも、絵で描
かれたそれらの大きさも大きくなっているので
ある。ページが等間隔で大きくなるので、登場
人物も等間隔で大きく描かれていくかというと
そうではない。動物たちが大きくなる一方で、
主人公のごきげんななめのてんとうむしは徐々
に小さくなっていくため、両者の間の大きさの
差はページの大きさの変化に比べ、大きく変化
絵本「ごきげんななめのてんとうむし」（図
42）は、てんとうむしたちに捧げた話である。
機嫌の良いてんとうむしがありまきを食べてい
ると、ごきげんななめのてんとうむしが現れる
（図４３)。ごきげんななめのてんとうむしはこ
このありまきを全て食べると言い出し、機嫌の
良いてんとうむしに喧嘩を売るが、もっと大き
な|'宣|箪相手を求めて空へ飛び立つのである。喧
嘩相手を発見する度、喧嘩せずにより大きな喧
嘩相手を探して飛び立っていく。最後は巨大な
くじらの尾びれで平手打ちをくらい、始めのあ
りまきのいた所まで飛ばされてしまう。そこに
いた機嫌の良いてんとうむしから残しておいた
ありまきをもらい、ごきげんななめのてんとう
むしはやっとご飯にありつけるという話である。
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(図４３）「ごきげんななめのてんとうむし」（P4-5）
この絵本には４つの特色ある。１つ目はペー
ジの大きさの変化である。喧l雄相手の登場する
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していることになる。 画の監督である宮崎駿監督も、この大と小をう
まく対比させ効果的な画面を創り出すことを１
つのポイントとしている。大と小が同一画面上
に構成されている場合、簡単に互いを比較し違
いを発見して現実と照合できるため、ユーモア
性が高まると考える。異なる画面上での比較の
場合、比較対象を思い出すための間ができるこ
とで、思い出した時にダイナミックさや驚きを
より感じることができるのではないだろうか。
特に絵本のように簡単に前の場面へ戻ることが
できる場合、対象同士を何度でも比較すること
ができるため、より効果的であると考える。大
と小の比較の仕方においては場面において相応
しい方法があるため、場面に応じて選択し効果
的に取り入れることが大切であると考える。
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(図４５)「同上」(P16-17）（図４６)「同上」（P22-23）
また、文字の大きさも変化していることに注
目したい（図45-46)。喧嘩相手が登場する度に
文字の大きさや太さが大きくなるのだが、Ⅱ宣嘩
相手と文字はともに大きくなっているため違和
感は感じられない。しかし、小さくなっていく
ごきげんななめのてんとうむしが話す場合、大
きくなる文字との方向の違いに違和感を感じる
のである。まるで、大きな喧l1jlに相手を前にした
ごきげんななめのてんとうむしが、恐怖心を見
せまいと虚勢を張るために声を大きく荒げてい
るかのようである。最後の喧|雌相手であるくじ
らの場面では、くじらの体の一部に喧嘩を売っ
ていることにごきげんななめのてんとうむしは
気付かず、その時のセリフの文字が小さくなっ
ていることで、読者が感じる切なさやむなしさ
を表現していると考える。文章ではなく文字に
よる気持ちの表現も試みられているのである。
４つ目の特色は圧倒的なくじらの大きさに
ついてである（図４７)。形に切り取られたくじ
らの尾びれは左右に可動し、可動部分を含める
と８ページにも渡る巨大なくじらが姿を現す。
あまりに巨大な姿に読者はもちろん驚くだろう
が、ごきげんななめのてんとうむしはページが
新しくなる度に違う生き物だと思ってくじらの
胸びれや背びれに喧嘩を売っているという、悲
しくも愉快な場面が展開されている。
大胆な色彩だけでなく、大胆な構図や大きい
くじらと小さいてんとうむしの比較が目を引く。
大と小の差があればあるほど、ダイナミックな
構図が生まれユーモア`性も高くなる。ジブリ映
;蕊蕊懲簿篭噌
;蝋糺囑鍛
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(図４７）「ごきげんななめのてんとうむし」（P28-37）
５．エリック･カールの色とコラージュ
ここでカールの絵本における一番の特色で
ある、色彩豊かなコラージュについて考察した
いと思う｡カールの優れた色彩感覚については、
カールの絵本を直に手に取って見ることで十分
味わうことができるだろう。大胆で鮮やかな色
使いは見るだけで心がワクワク弾み、同時に明
るさや楽しさ、強い印象、インパクトを感じる
ことができる。コラージュ素材が重なり合う部
分では下の色が透けて見えるところがよくある
ので、コラージュを用いていることが見て分か
■
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るだけでなく、コラージュらしさを味わうこと
もできる。単調な色使いが１つもない上に、見
ただけではその創作方法が分からないため、そ
の方法を想像することでも興味がわいてくる。
色彩豊かなコラージュをカールの特色と考えて
いるのはもちろん筆者だけではない。色の魔法
使いと呼ばれるほどのカールが、自らの手で生
み出す絵本には多くの人が感銘を受けている。
「美しい色彩のほとばしりから音楽が聞こ
えてくる－見る人の感性に訴え、絵本の可能性
を広げた…」（注22）
「…カール独得の手法、けんらんとした華躯
な色彩の貼り絵が、絵本の形を大胆にいかした
構図にささえられ出色の作品となっている｡」
（注23）
「…IsawEricCarle，sworks,Iwassurprised,as
othersprobablyhavebeenbefbreｍｅ，bythe
brightnesso「hiscolors・Ａｔｔｈｅｓａｍｅｔｉｍｅ，Iwas
impressedbetlleirstrongpersonalib/・Carle,spicture
bookspossesanindividLIalnythatwouldstandout
eveniftheywerehiddenamongsthLlndredsofother
books・Hiscolorsalonetellusastoly;anditisthese
fhscinatingcolorsinwhichlaminterested.…Both
thistechniqueandCarle，ssenseoffbrmare
importantcharacteristicsofhisart，butmore
important，Ｉthink，ａｒｅｔｈｅｃｏｌｏｒｓｔｈａｔｈｅｐａｉｎｔｓｏｎ
ｔｈｅｔissuepapelZLookingpastfbrm，then，and
consideringpaintingingeneral，hisvariouscolors
existinarealmfarbeyondanyhumansenseof
colorJ（注24）
このようにカールの色彩感覚は多くの場所で
感銘を与え、世界に受け入れられている。カー
ルの色彩豊かなコラージュ手法に興味をもつ人
は少なくないだろう。カールのコラージュは、
既存の広告ちらしや写真を切り貼りするもので
はなく、コラージュに用いる素材から創られて
いるのである。
その素材創りに欠かせないものがティッ
シュペーパーである。ティッシュペーパーの上
に絵具をたっぷりとのせ､何色も重ねていくの
がカール流である。カールが使用している
ティッシュペーパーを筆者は実際に触れたこ
とがないので、厚さや元々の色、質感などにつ
いて詳しく分からないが、以前は店で販売され
ているようなわずかに色味のついたティッ
シュペーパーを使用していると分かった。そこ
で筆者は日本製のティッシュペーパーを用い
てカールのコラージュ方法を試みたが、筆や刷
毛で絵具を塗る際にティッシュペーパーが動
いてしまい、なかなかうまく塗ることができな
かった。一方、ティッシュペーパーを用いて
カールが素材を創っている時はもちろん､子ど
もが体験ツアーで素材を創っている時でさえ
も、動いてずれるようなことはほとんど見受け
られなかった。そのため、カールが使用してい
るティッシュペーパーは日本製のものとは異
なると考えている。以前は、どこでも市販され
ているティッシュペーパーを使用していた
カールだが、８０年代からは上質な材料を使用
しているためティッシュペーパーの質も変
わったのかもしれない。しかし、カールの創っ
た絵本や、コラージュに使用するための素材を
見ても分かるように､複数の素材を重ねた時に
下の色が透けて見えることは確かである。ニス
に関する記述も見られ､確かにニスを塗ること
によってティッシュペーパーのよじれを防ぎ、
光の照り返しにより発色がよくなることも考
えられる。しかし､カール自身の言葉ではなく、
カールのコラージュ方法を詳細に示した資料
においてもそのような記述は見られないため、
コラージュにニスを使用していると断定する
のは早いかもしれない。ここでは１つの案とし
て取り上げるに止めておく。
カールのコラージュ素材は､アクリル､水彩、
ポスター絵具、模様を付ける時は筆や刷毛以外
にカーペットや布の切れ端などを用いて創られ
ている。重色する時は下塗りを乾燥させる場合
と乾燥させない場合があり、その違いも効果的
に素材創りに取り入れている。コラージュは、
出来上がった素材とカッターやはさみ、トレー
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シングペーパーなどを使用して創作されるが、
特殊な道具や技法を使用しているわけではない
ので、方法さえ分かれば誰でもカール流のコ
ラージュを行うことが可能である。
数倍もの効果を発揮できるよう、心がけていま
す｡」（注25）
｜斬片が集まることで、，思いもよらない効果が
生まれたり新たな発見をしたりすることができ
るのである｡動物をコラージュで創る場合､カー
ルは体全体を素材から一度に切り出すのではな
く、パーツや関節ごとに切り出すことで見えな
い骨や筋肉の流れを無理なく表していると考え
る。またコラージュ素材の筆づかいや色、筆の
速さなどを、創り出す対象に合わせて選択、使
用するところがカールのコラージュの魅力の１
つでもある。
またカールのコラージュ素材から「パターン
としての見方」を学ぶことができる。カールの
コラージュ素材には具体的なものが描かれない
代わりに、波模様やドット模様などのパターン
が存在する。このパターンは印象派の絵画や自
然界の中にも存在している。印象派の絵画は絵
全体が明るく、色彩豊かで、筆づかいが荒々し
いのが特色であるが、それはカールの特色とも
非常によく似ている。印象派の絵画の一部分を
切り取って見ることで、荒々しい筆づかいが
カールのコラージュ素材のようなパターンとし
て見えてくる。自然界においても同じで、一輪
の花では感じられないパターンも花々が集まる
ことで１つのパターンが出来るのである。カー
ルのコラージュ素材は、形だけではなくパター
ンに注目することで、違った見方ができること
を教えてくれるのである。
カールは絵本を創る時に、特に子どもの読者
を意識して創っているわけではないという。そ
れならば一体何のために創っているのかという
と、何よりもカール自身を喜ばすために創作し
ているのである。ものを創る立場にある芸術家
には少なからずこの感覚はあると思う。先述し
たチャールズ・キーピングも絵本は一個人とし
て自分が考えていることを表現したいと述べて
いた。しかし単なる自己満足で終わっているわ
けではない。第一にカール自身を喜ばすためで
はあるが、子どもの読者のことを考えて絵や話
蕊；llilill
(図４８）「色付きティッシュペーパーを乾かし中」
;蕊i篭鍵i1i蝿
(図４９）「色付きティッシュペーパーの保存方法」
コラージュで使用しなかった素材や切り
取った素材の余りなどは、色別に分類された平
らなファイルに保存されており、それは大きな
パレットのような役目を果たしている。
どんな小さな切れ端でもしっかり取ってお
き大事に保存しているのは、カールが自ら創っ
た素材たちを愛している証拠でもあり、それは
カールが楽しんで素材を創ったりコラージュ
を行ったりしていることにもつながる。
カールはコラージュを行う時にこのような
心がけをしている。
「絵本作りには細心の注意を払っています
が、考えてみれば、これは単なる積み木のよう
なものです。つまり、それぞれの絵や文は、つ
なぎ合わされることによって、断片的なものの
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じ､偶然性を大いに利用する｡｢失敗を恐れるな」
と口に出すことは容易いが、それを現実に目に
見える形で教えてくれるのがエリック．カール
の絵本であると,思う。
型にはめられて何かをしたり、線をはみ出さ
ずに塗ったりすることが必ずしもいつも正しい
とエリック・カールは考えてない。テレピゲー
ムのＲＰＧのように決められた道を通り、決めら
れた答えを求めてただ進んでいくのではなく、
見えない答えに向かって試行錯誤で突き進み、
時には道をはずれることもあるだろうがその中
でこそ、新しい発見をしたりしっかりと得られ
るものがあったりすると考えているのではない
か。こう考えた時に思い出されたのが、現行学
習指導要領(小｡中学校:平成１０年１２月告示、
高等学校：平成11年３月告示、小．中．高等学
校：平成１５年１２月一部改正）で示されている
内容だった。「自ら学び、自ら考える力」「体験
的な学習や問題解決的な学習の重視」「自主的、
自発的な学習｣。これらは全て、エリック．カー
ルの絵本に触れコラージュを試みることで培わ
れることができるのではないだろうか。失敗を
恐れず自分の意志でコラージュという技法を試
みるエリック・カールの姿勢やそうして創られ
る絵本には、今の子どもたちにとって学ぶべき
必要な要素が多く含まれていると感じたのであ
る。エリック゜カールがコラージュ素材を創る
上でも大切にしている感覚的な仕事や偶然性を
いかすという要素も、子どもたちの感覚を鋭く
させ感受性を豊かにすることを可能にするかも
しれないのである。
エリック・カールの絵本は読み物としての絵
本の役割に加え、これからは読むことだけでな
く創ることでの教材としての役害'|も担っていく
と考える｡カールの信念である楽しみながら｢生
きる力」を育むことが重要である。
に盛り込むべきものを単純化させて分かりやす
くすることと、絵本を通してカール自身と読者
との感覚がつながることを大切にしている。
Ⅳ．おわりに
絵本は時代とともに進化してきた。絵と文と
が互いに融合し、その２つ要素がともに読者に
語りかけることで、読者は絵本という魅惑の世
界へと引き込まれた。絵本の可能性は多くの絵
本作家によってさらに広げられ、文字のない絵
本や意味を含んだ余白のある絵本、描くだけで
はなく貼るというコラージュを使用した絵本な
ど今もその可能性は広がり続けている。
エリック・カールの絵本は読むだけでなく、
実際にそこで使われているコラージュという技
法や素材創りの追体験をすることも可能である
と考える。絵本を読んで楽しむだけでなく、本
論文で取り上げたコラージュの創り方を見れば、
読者が実際に手を動かしてエリック・カーノレさ
ながらに絵を創ることも可能なのである。そう
考えると今後の絵本の可能性としては、絵本の
－場面を体験できるセットが付属されていたり、
絵本の中で直接体験できるページを設けたりす
るということも考えられる。そうすることで、
読者は絵本作家をより身近に感じることができ、
読者と作家のつながりがより近く強く鮮明にな
るだろう。エリック・カールの絵本は、絵本で
使われる技法においても読者とつながる可能性
を見出すものであり、それによっても絵本の可
能性は広がっていく。
絵本以外の分野においても、エリック・カー
ルのコラージュに関しては創作時の姿勢も含め
て、大きな意味や学びがあると考える。エリッ
ク・カールはコラージュを行うことを恐れては
いない。失敗することを恐れてはいない。そも
そも、コラージュ素材を創る段階では失敗など
ないと考えており、例え失敗したと感じてもそ
こからは必ず得るものがあると考えている。絵
具の色をパレットに出すことを恐れず、塗り重
ねた色が混ざるのを恐れるどころか素敵だと感
松浦・中村：エリック・カールの研究 5３
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郎署/偕成社/1988.6/P2２
３、絵本（１）主に幼児児童のために内容が絵で描か
れている書籍。幼児向けには教育的な意図が含まれ、
大人向けのものもある。絵と言葉による幼児児童のた
めの学習絵詞。（２）江戸時代、絵を主にした通俗的
な本。絵草紙。（３）絵をかくための手本。絵手本(え
でぼん)。
童話（１）子供が読む、または親が子供に読み聞かせ
る子供向けの民話、伝説、神話、寓話、創作された物
語等。絵本や紙芝居の媒体や口伝の場合もある。（２）
子供のために作られた話。（３）狭義には特に創作さ
れた物語をさす。
挿絵新聞や小説など文字主体の媒体において､読者
や文章の理解を助けたり､興味をもらせたりするため
入れられる小さな絵。挿画。イラストレーション。特
に児童文学や困難な専門書､一般書物などにも現代で
は用いられる。
児童文学0～１０代程度の子供を読者として想定､創作
される文学ジャンル、作品。（想定しない場合は一般
の文学｡）創作の童話と重なる。児童書。お伽話・童
話・少年少女小説・童謡・児童劇など。
文学(ぷんがく）（１）言語表現による芸術作品。（２）
詩歌・小説・戯曲・随筆・評論など。文芸。（３）文
学作品を研究する学問。（４）自然科学・社会科学以
外の学問。文芸学・哲学・史学・言語学など。その総
称。（５）律令制で有品の親王に経書を講授した官吏
の職名。（６）江戸時代の諸藩の儒官。（７）学芸。学
問。（原義）
４、「絵本の世界一作品案内と入門講座」／森久保仙太
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12,「絵本の世界一作品案内と入門講座」／森久保仙太
郎著/偕成社/1988.6/P46
13,「センダックの絵本論」／モーリス・センダック箸
/岩波書店/1990.5.25/P225～234
14,「絵本の歴史をつくった２０人」／鳥越信編/創元社
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ｌ５、「絵本の世界一作品案内と入門講座」／森久保仙太
郎著/偕成社/1988.6/P50
16,「絵本の歴史をつくった２０人」／鳥越信編/創元社
/1993,61/Ｐｌ９４
１７、「絵本の歴史をつくった２０人」／鳥越信編/創元社
/1993.6.1/P２０５
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ＢＯＯＫＳ/1996/P36
19、「２０世紀美術・キュビスム」／ジョン・ゴーノレディ
ング箸、ニコス・スタンゴス編/パルコ出版/1985
20,21,「コラージュ論」池田満寿夫署/白水社
/19871.20/P59～60,
22,23,「絵本の世界一作品案内と入門講座」／森久保
仙太郎署/偕成社/1988.6/PIO、７６
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25、「絵本の世界一作品案内と入門講座」／森久保仙太
郎著/偕成社/1988.6/P196
図の出典
２，３，「世界図絵」（OrbisPictus）／J,Ａ・コメニウス
箸/平凡社/1995」2.15/P117,253
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センダック/冨山房/1975.12.5(英:1963）
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24～27,「フレデリックちょっとかわったのねずみ
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28,29、「ピーターのくちぶえ」／エズラージヤックー
キーツ/偕成社/1974.2(英:1964）
３０，３１，「ボタン」／サラ・フアネリ／フレーベル館
/1997.10(英:1994）
３２，３３，「めがねうさぎ」／せなけいこ/ポプラ社/1975.2
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/集英社/l97Ll1.25/P33,4
38～41,「はらぺこあおむし」/エリックーカール/偕成
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42～47,「ごきげんななめのてんとうむし」／エリック
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